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省エネ生活の心がけ
２月は「省エネルギー月間」。

１年で最も冷え込むこの時季は、多くのエネルギーを消費します。
この機会に、省エネルギーについて学び、
無理のない省エネ生活を始めてみませんか。
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。
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光
熱
費
も
気
に
な
り
ま

す
。
実
際
、
使
用
し
た
電
気
量
の
把
握
が

難
し
い
た
め
、
後
か
ら
届
い
た
請
求
額
に

驚
い
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
国
は
今
月
を「
省
エ
ネ
ル
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て
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の
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い
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考
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ま
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ら
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れ
る
か

　
家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
割

合
を
種
類
別
に
見
て
み
る
と（
表
１
）、
ほ

ぼ
半
分
が
電
気
で
す
。　
　

　
で
は
、
こ
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電
気
は
何
か
ら
作
ら
れ
て

い
る
の
か
ご
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じ
で
す
か
。

　
東
日
本
大
震
災
以
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、
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子
力
発
電
が

大
幅
に
減
少
し
、
火
力
発
電
が
72
・
９
％

を
占
め
て
い
ま
す（
表
２
）。
こ
の
燃
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と
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 エネルギ―の現状 

な
る
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
な
ど
の

化
石
燃
料
は
、
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得

ず
、
そ
の
資
源
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
燃
料
を
燃
や
す
こ
と
で
、
二

酸
化
炭
素
が
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出
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、
地
球
温
暖
化

に
影
響
を
及
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す
問
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も
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じ
て
い
ま

す
。地

球
を
守
る
た
め
に

　
２
０
１
５
年
に
パ
リ
協
定
で
産
業
革

命
前
か
ら
の
気
温
上
昇
を
１・５
度
に

抑
え
る
こ
と
を
世
界
中
の
国
が
目
標
に

し
ま
し
た
。
現
在
す
で
に
気
温
が
１
・

１
度
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
の
維
持
と
地
球
環
境

に
や
さ
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
今
の

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
生
活
の
心
が
け
を

　
寒
さ
を
我
慢
し
、
豊
か
な
生
活
を
や

め
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

無
駄
に
使
用
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

無
く
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
使

う「
省
エ
ネ
生
活
」を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
す「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」へ
歩
み

を
進
め
る
た
め
に
。

※『
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エ
ネ
・
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電
メ
ニ
ュ
ー
』Ｐ
６
参
照

暖房
32.7％

冷蔵庫14.9％

照明9.2％

給湯12.6％

炊事7.8％
その他
8.0％

こたつ
2.1％洗濯・

乾燥機
2.2％

温水便座
0.6％

テレビ・DVD
4.2％

パソコン・ルーター
0.9％

待機電力
5.5％ その他9.4％

電気
カーペット
1.8％

電気ストーブ
3.8％

エアコン  17.0％

家庭のエネルギー種類別消費割合　表１

発電の種類別割合　表２

家電製品別の電力消費割合　表３

　家庭のエネルギー消費率を種類別にグラフにした
ものです。ほぼ半分が「電気」で占めており、電気の
使い方を見直すことが大切です。
 出典：資源エネルギー庁「エネルギー白書2022」

カーボンニュートラルとは
　暮らしで排出されるCO₂の量から、森林
などが吸収するCO₂の量を引いた時、答え
が「ゼロ」となる状態を「カーボンニュート
ラル」と言います。
　日本は2050年までに「カーボンニュー
トラル」を目指し、2021年に市は「ゼロカー
ボンシティ宣言」を表明しています。

出典：資源エネルギー庁「2-(1)発電実績2021年9月」

　冬季の家庭で、電力消費が特に多い日の電力消費
量を家電製品別にグラフにしたものです。
　「エアコン」「冷蔵庫」「照明」で半分以上を占めて
おり、これらが省エネの大きなポイントになります。
 出典：平成30年度電力需給対策広報調査事業結果
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LPガス
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都市ガス
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火力発電
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原子力発電
11.6％

電気
49.9％
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などなど
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